







その他のタイトル Annual Events and their Meaning for
Contemporary People : The case of
ehomaki(lucky direction sushi rolls) (<Special





















































るものであろう。   
こうして新しい都市の年中行事に対して領域を広げたかに見えた民俗学であったが、その後  
の研究は停滞している。再三、クリスマスやバレンダインデーなどの行事に対して「研究の必  







トを基にした具体的な分析に踏み込んだことであろう。   




比較を試みている。   
この2つの研究は、どちらもその出発点を「民俗学が研究してきた伝統的年中行事と、現代  
























るっ   
その他、家政学の分野においては、アンケート調査を中心に、硯代家庭と年中行事との連関  
に関する報告が蓄積されているXlli。それらのアンケートにはすでに恵方巻も項目として取り入れ  





















3 恵方巷の発生と歴史的展開  
（1）恵方巻の概要   
恵方巻とは、端的に説明するならば次のような行革である。   

































「5ノ厳厨時代の武将（頗届書礪といわれるノ が、節分の別二兎かぶりLて劇膵Lたら厳に  
勝ったので、以後瑞祥とLたことに腐を発するとする靡〔藤森，氏からの願き解そり   
上記の説は岩崎竹彦が、スーパーなどのチラシに書かれた説と、彼の調査が行われた1990年当  
時、大阪海苔問屋協同組合の事務局長の職に就いていた藤森秀夫氏からの聞き取りで得られた  
由来とをまとめたものである㍊。まずはこの「由来」について検討を加えよう。   
どれも伝統文化らしい風情を漂わせてはいるが、このうち（5）に関しては、おそらく適う  
であろうということができる。そもそも巻き寿司という調理法が文献に最初に登場するのは、  









－135－   
こうした変化を絶えず繰り返し、恵方巻は現在に到っている。  






大併有正博静粛の平山数瘡都館長から「ここへ来る遜中、阿部野膚のすL屋の表に本β巻   
きずL有りという広告を眉たが、何のことかLら」という質聞あり。美登御願の八房ほ㌣一氏   
の逆夢に、節分に巻きずLを食べる周は大正初めにはすでにあった。おもに花街で行われ   





否定はできない。   

































いたようだ。   
この当時の行事の様子を、大阪ずしの老舗「青野寿司」  
の大山堆市民はこう語る。   
望月窃。は節分です  
聾還 ∃  
今年も専補を辺見まし虞う〟  




腰瀞けの意味があると教わったJxxlV   
大阪の一部で行われていただけの行事は、徐々に関西圏  





ふ迂竹牽囁芦・守ヱ  ■■ト1J－－ノノ’蚤ケあ‘l 与の 笥 息響棚凌  
野ち増 懇 i t・渦  
♪ て鞍薇す調味ナち て鵡ナ、キち  
．†も，∵．ーヤ∵ト肇一癖．職ケ蘭  




車   Flj 代  
大坂潜苔協同組合   
写真1海苔組合発行のチラシ   


































－138－   
ほどの古臭さ＝伝統を持った行事として扱われている。流行りだしてから僅か10年で、この新し  
い年中行事は、若者に否定されるほどの「伝統らしさ」を纏うことに成功したのである。  
（5）全国への普及   
関西の伝統文化となった節分の巻きずし。それでは次にこの行事が如何にして全国的なもの  


















じりLをがら願い事をLでもらう。   
二且閤でのり巻き訂六十本を眉廣、同時にのりそのものを虚行人二万人にプレゼントす  
るという。   
量感者膠ば「景克彦題といぅ好い空気を吹き飛ばL、薪Lい滑窟の野償とLて広めたいJ  
と力む込めている。   
イベントの規模、そして「願い事をすれば夢がかなう」といった言い伝えの操作など、かな  
り練って企画がなされ、力を入れたキャンペーンであったことが想像されるが、こうした動き  
は結局普及には結びつかなかった。   
この行事を全国へと広めていったのは、1980年代より急激に増加Lた新たな小売店舗、コンビ  
ニエンスストアである。  
－139－   
1989年（平成1）、大手コンビニエンスストアチェーン「セブン・イレブン」の広島県内の店舗  
の個人オーナーが、「出身の大阪ではこんなものを食べる」と提案し商品化。その売れ行きの良  






























－140一   
たとおりで、昭和会のメンバーも自らが現在のブームの仕掛け人であることを自認している。   
このイベントは、恵方巻を語る際常に取か）ざたされてきたが、その－一方で、具体的にどのよ  
うなものなのかについては、テレビや新聞のトピックとしてしか報じられず、その実際はあま  
り注目されていなかった「ノ まずはその点について、2006年に行われた第29回大会をもとに記述し  
てみたい。   
2006年1月29日午前、筆者が大会の行われる道頓堀沿いに新設されたイベントスペースに着い  
たときには、付近ですでに昭和会の法被を着た人たちが「海苔で健康明るい家庭」と書かれた  






















たら、結局そこから－一人二人増えたくらいで、早食い大会は始まってしまう。   
設置された舞台には草食いを行う参加者の女子大生が並び、その前にはたくさんのカメラと  
マイク、記者たちが陣取る。一方その後ろは数人の見学者が見守るだけで、大会というよりは  
記者会見というような杏妙な光景だった。   
巻き寿司の早食いほ3人1観で行われ、一人が食べ終わると次の人にタッチするというリレ  

















人ではなく、前に陣取るテレビカメラたちで、そこで必要なのはテレビ栄えのする「絵”j なの  
だろう。この行事は、もはや当初のイベントではなく、テレビを通じたパフす－マンスになっ  
ている。このメディア利用の巧みさが、恵方巻が大阪で普及した大きな要因となっていること  















はとても盛況なイベントであるように  写真2 大会の様子  










Ⅰ スーパー   
巡ったのは、筆者の住む東京都中野区と、その隣接区にあたる練馬区・杉並区に存在する西  











上で欠かせないものだ。   
店内に入り、目的の恵方巻コーナ  
ーへ足を運ぶと、並べられた巻き寿  





どが書かれているものは無かった。   
その代わりとして、巻きずしを並べた棚の上には、恵方巻の風習の説明ボードが設置され、  
店によっては地図を使って恵方の方角を解説するものもあった（写真4）。また、鬼の面や柵も  


























写真4 掲げられた説明ボード  











－144－   























ーの時と同じである。   





豪華さを追及している感は薄い。   
その一方で、丸かぶりロールケーキなる珍品も売られ始めている（写真8）。もはや巻きずし  
ではないこうした商品が登場するのは、この行事が「節分の巻きずし」から「恵方巻」へと変  
化したことが影響しているのだろうか。   
そして、それを買っていく客層も異なっている。若い男性、カップルなどが中心で、あまり  
ー145－   





























写真8 節分ロールケーキと御賽銭  









































であるという特性を生かし、高級志向で人々の「ハレ」意識に語りかけるデパートニ   
その姿からは、現代人の求める「ハレ」が、多様かつ重層的であることが類推できる。思え  







4 まとめにかえて   
最後に、恵方巻の普及と年中行事について考える上で示唆を与えてくれる事例を幾つか挙げ  























ート・アルバイト揖人、学生22人などとなっている。   
以下がアンケートの「年末年始のコンビニに期待することは？」という質問への回答r一一部  




















るだろう。   
現状ではまだ、結論ともつかないこのような考察しかすることが適わないが、現代における  
年中行事の意味が大きく変わっていることは間違いない。個々人が選択する価値と、根ざして  
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－151－   
